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Ⅰ．問題と目的	
 

	
 巨大地震や津波は多くの犠牲者と生き残った人々に

強いストレス反応を引き起こす。我々は阪神淡路大震

災のおりに「自分を知ろうチェックリスト」を開発し、

子どもたちに震災によるストレス症状への気づきを学

ぶツールとして活用した。さらに個人あるいは集団の

震災ストレス症状を、不安、うつ、混乱、愛他の４下

位尺度別に評価する尺度としても活用できることを報

告し、その標準値も公表している註１）。	
 

	
 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災において

も、「自分を知ろうチェックリスト」はいくつかの学校

で適用され、震災ストレスマネジメント教育プログラ

ム註２･３）に欠くことのできないツールとなった。本報

告では阪神淡路大震災と東日本大震災における震災ス

トレス症状を比較し、東日本大震災の特徴を考察する。	
 

	
 

Ⅱ．方法	
 

	
 対象：阪神淡路大震災時の資料は、我々が関わった

西宮市内の２つの小学校として、男女別に震災２ヶ月

後（3月）、6 ヶ月後（7 月）、および 1年後(1 月)のス

トレス得点である。東日本大震災時の資料は、宮城県

石巻市の２つの小学校と、福島県いわき市の２つの小

学校であり、実施時期は異なる。	
 

	
 ストレス得点：本尺度は、子どもの震災後ストレ

ス症状が 24 枚のイラストとして描かれ、「不安（９項

目）」、「うつ（６項目）」、「混乱（６項目）」の３ストレ

ス症状、ならびに「愛他感情（２ないし３項目）」を数

量化できる。本報告では愛他は２項目の合計点で評価

した。	
 

	
 

Ⅲ．結果と考察	
 

	
 図１は、男女別、高学年と低学年別平均不安得点を、

阪神淡路大震災では 2ヶ月後、6ヶ月後、1年後の棒グ

ラフ、東日本大震災における石巻 A 小学校の資料では

震災 3 ヶ月後から 8 ヶ月後への変化として折れ線グラ

フで示す。東日本大震災における不安得点が、阪神淡

路大震災時の得点に比べて顕著に高い状態であり、女

児が男児より高く、低学年男児の得点が高い。	
 

	
 うつ、混乱、愛他のいずれの得点においても同様で

あり、東日本大震災における被害の甚大さ、復興の遅

れが子どものストレス症状に影響していることが推察

される。今後の入念なストレスマネジメント教育の実

践・普及が必要であることが示唆される。 

 
図１	
 不安得点：阪神淡路大震災（棒）と東日本大震災（折れ線）  
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